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はじめに 「戦争障害者」への関心 

➣戦争によって心身に傷病を負ったもの 

 Kriegsbeschädigte, -versehrte＝「戦争障害者」 

 

１．戦争障害者援護の変遷 

➣法規定の変遷 

・軍事年金法 

 1) プロイセン軍事年金法（1851） 

  下士官以下、軍務中に障害者 Invalide となった場合に年金給付 

 2) プロイセン軍事年金法改正法（1865） 対デンマーク戦争後 

  遺族（妻子）への年金／1806 – 1815 年の解放戦争期の戦争障害者にも適用 

 3) プロイセン軍事年金法改正法（1866） 普墺戦争後、北ドイツ連邦にも適用 

  将校も対象（別規定） 

 4) ドイツ帝国軍事年金法（1871） 普仏戦争後 

  プロイセンと他のラントの支援制度との不均衡を是正 

 5) ドイツ帝国軍事年金法改正法（1906） 

  改正要求：将校と下士官の区別をなくす、無償の職業教育を提供 

  →盛り込まれない 

第一次世界大戦期の軍事年金法 

 

➣第一次世界大戦期の援護・支援→「労働による自立」原則 

 民間団体や自治体による支援：医療支援、職業教育と就労斡旋、農村移住 

 

「克服しようという鋼の意志があれば、障害などないに等しい…戦争障害者は、再就職することで

社会生活に復帰すべきである」(K. Biesalski, 1915) 

 

➣第一次世界大戦後の戦争障害者援護 

・ライヒ緊急令（1919）：50％以上の重度障害者の雇用義務（戦争障害者と労災被害者） 

・重度障害者雇用法（1920）と施行令：戦争障害者と労災被害者を対象 

・重度障害者解雇制限法（1920）：解雇には中央扶助センターの認可が必要 

 

a) 全国援護法（1920） 

・治療・リハビリ、義肢、盲導犬、職業教育、軍事年金（位階別ではなく就労不能度に応じて） 



・就労不能度の目安 

 

b) 軍事援護法（1921） 

・職業教育は全国援護法を参照；軍事年金は位階別 

 

➣ナチ期 

・遺伝病子孫予防法（1933/7/14） 

「遺伝性精神薄弱、精神分裂病、躁うつ病、ハンチントン病、遺伝性てんかん、遺伝性視覚・聴覚

障害、遺伝性強度肢体欠損、強度のアルコール中毒」→強制断種、安楽死 

 

c) 国防軍援護法（1938）：軍事援護法（1921）を吸収 

 障害手当、労働登用不能年金（完全に労働不能の場合のみ）、移行期支援（職業教育） 

 

➣第二次世界大戦後 

・国際的な慈善組織・赤十字による食料・生活用品支援 

・援護法の停止→労災保険による支援で代替 

 

d) 西ドイツ連邦援護法（1950） 

 国防軍の軍事的・準軍事的行為の結果、障害を負ったもの（民間人を含む） 

 治療・リハビリ、義肢、盲導犬、社会的支援（職業教育）、年金（就労不能度に応じて） 

・重度障害者雇用法（1953）：戦争障害者と労災被害者を対象 

 →生得の障害者への適用は、1974年の重度障害者統合法による 

 

２．戦争障害者というカテゴリー 

➣除隊した傷病者＞「戦争障害者」＝援護年金請求権者 

 

➣障害の度合い＝国家への貢献度？ 

・内部での序列化： 

外傷、失明＞顔面＞内疾患、聴覚障害＞精神障害 

 デモ行進の際、外傷者が前列で声高に主張、同情を引くために 

顔面損傷者も前列 

 精神障害は「詐病」の疑惑 

 



３．軍事医学の発展と支援器具 

➣「生きて戻ってき（てしまっ）た」戦争障害者の増加 

 医療技術・補助器具の発展により、傷病者の生還率上昇 

①前線での治療技術の発展 

 第一次世界大戦：外科・整形外科の治療技術／薬剤／衛生状態 

→継承・発展＋リハビリ（→スポーツ） 

 

➣全国援護法（1920） 

・第 5 条「戦争障害者は、治療・リハビリを受けることができる…戦争障害者は義肢を得ること

ができる…視覚障害除隊者は、盲導犬を得ることができる Blinde erhalten einen Führerhund.」  

・第 7 条「戦争障害者は、義肢やそのほか必要な支援用器具を必要な数だけ承認される。それら

は個々の要望や就労上の必要性に合わせて調整されなければならない……盲導犬の食費として、

A 地域は年 300マルク、B・C地域は 240マルク、D・E地域は 180マルクの手当が支払われる」 

・第 8条「義肢やそのほかの必要な支援用器具、および盲導犬は国によって貸与される……」 

 

②支援器具の発展 

 欠損部位の補完・欠損を隠す装飾 

＝動作性・機能性は二義的 

 →第一次世界大戦期に動作性・機能性＋装飾性 

 就労用の補助器具：左手用のタイプライタ、手で操作する 

自動車のアクセル・ブレーキ 

 盲導犬 

 

③リハビリ技術の発展 

 身体機能の維持／補助器具を用いて身体機能を補完／ 

補助器具の使用訓練 

→リハビリからスポーツへ 

→パラリンピック（1960）：競技性の追求 

 →戦争障害者のリハビリを兼ねたスポーツ（再）： 

インヴィクトゥス・ゲーム (William Ernest Henley, Invictus) 

 

④盲導犬 

・救助犬 Rettungshund と救護犬 Sanitätshund 

救助犬：雪山遭難者の救助／救護犬：戦場犬の一種（救護、伝令、哨戒） 

・第一次世界大戦で戦争失明者の増大 

→おとなしい性質で命令をきくようにしつけられている救護犬を、戦争失明者に供する（1916） 

 

・ヴァイマル期 

一般市民にも盲導犬提供（費用は当事者負担） 

経済危機の時期には、えさ代を出せずに手ばなすことも 

労災保険の規定変更（1928）→一般市民への提供拡大 

 

おわりに 

➣軍事年金＋戦争障害者支援 

→一般障害者への支援に拡大（医療、支援器具） 

Out of the night that covers me, 

Black as the Pit from pole to pole, 

I thank whatever gods may be 

For my unconquerable soul. 

 In the fell clutch of circumstance 

I have not winced nor cried aloud. 

Under the bludgeonings of chance 

My head is bloody, but unbowed. 

 Beyond this place of wrath and tears 

Looms but the Horror of the shade, 

And yet the menace of the years 

Finds, and shall find, me unafraid. 

It matters not how strait the gate, 

How charged with punishments the scroll. 

I am the master of my fate: 

I am the captain of my soul. 
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